
日 曜 　行事予定

1 金 元日

2 土

3 日

4 月 休館日

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月 成人の日

12 火 休館日

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月 休館日

19 火

20 水

21 木 　

22 金

23 土 博美セミナー

24 日

25 月 休館日 　

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日 　    ＊各展覧会の会期は変更になる場合があります

博 物 館

令和３年１月 佐賀県立博物館・佐賀県立美術館行事予定
■住所 〒840-0041 佐賀市城内1-15-23 TEL．0952-24-3947 FAX．0952-25-7006
■開館時間は9:30、閉館時間は18:00です。 ◆は当館主催企画です。
■E-Mail hakubi@pref.saga.lg.jp
■ホームページ http://saga-museum.jp/museum/

★博・美メール（メールマガジン）の新規会員様も随時募集中です︕
右のQRコードを読み取っていただくか、hakubi-mail@pref.saga.lg.jpまで空メールをお送りください。

美 術 館

月曜日休館

（祝日の場合は翌日）

◆博物館常設展 佐賀県の歴史と文化
【１号展示室】自然史 【２号展示室】考古・歴史・美術・工芸

【大展示室】民俗 【観覧料】無料

佐賀に生息する生きものの標本や吉野ヶ里遺跡出土品(重
要文化財)、有明海漁撈用具（重要有形民俗文化財）や有田焼・
肥前刀など佐賀の歴史・文化に関するものなど、佐賀ならでは

の貴重な資料を展示しています。

◆維新博メモリアル展示”幕末維新記念館"
【展示室】ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 【観覧料】無料
肥前さが幕末維新博覧会の感動を再び体験することができる

「維新博メモリアル展示」では、メインパビリオンである「幕末維

新記念館」の“体感映像”や制作者の思いなど

をまとめた“ドキュメンタリー映像”

来場者の思いを綴った“ことのは”

の展示など、見どころ満載です！

◆OKADA-ROOM Vol. 1９

或る洋画家の横顔

―写真と映像資料からみる岡田三郎助―

【会 期】３月７日（日）まで

【展示室】美術館 OKADA-ROOM

【観覧料】無料
今回の展示では、「岡田三郎助と写真」をテーマに、

岡田三郎助の写真資料と作品をあわせて紹介します。

岡田の残した写真からは、画家の知られざる一面も

垣間見え、彼が生きた時代の手ざわりまでをも感じる

ことができます。いつもとは一味違った展示を通して、

時代を駆け抜け「画人」と呼ばれた大家の姿をお楽し

みください。

◆博物館・美術館セミナー

「岡田三郎助の美術絵葉書」
1900年に本格的にスタートした日本の絵葉書は美術界にも

大きな影響を与えました。佐賀出身の洋画家・岡田三郎助と

絵葉書についてお話しします。

【日程】１月２３日(土) １３時３０分～１５時

【会場】美術館２階画廊

【参加料】無料（事前申込み不要）

【講師】当館副館長 浦川 和也

◆岡田三郎助アトリエ （博物館東隣）

岡田三郎助の名作の制作の場となったアトリ

エや、多くの女性画家を指導した女子洋画研究

所を一般公開しています。OKADA-ROOMとあわ
せてご覧ください。
＊貸出しにより見学エリアが

制限されることがあります。

◆コレクション展

折れてひろがる―屏風の世界―
【会 期】２月１４日（日）まで

【展示室】博物館３号展示室

【観覧料】無料

開かれ立てられることで、

道具あるいは作品として成

立する「屏風」というかたち

の魅力。

本展では近代以降のもの

を中心に、屏風装の絵画・

工芸作品を展示します。

長谷川雪塘《能舞図屏風》

絹本着色 明治時代 館蔵

誰もが知っている身近なものを別のものに見立て、ユーモア

たっぷりの小さな世界を作り出す、

ミニチュア作家・田中達也。

今回は、全国で初展示となる

「Stay Safe」シリーズや、佐賀
オリジナル作品などジオラマ・写真

約120点が勢揃いします。日常が

もっとワクワクするミニチュアの世界

をご体感ください！
荷重100％
©Tatsuya Tanaka

MINIATURE LIFE展 2020 田中達也 見立ての世界
【会 期】１月３０日（土）まで

【展示室】美術館 ２・３・４号展示室

【観覧料】 一 般1,250円

中高生1,000円

小学生 500円

※障害者手帳又は指定難病医療受給者証の所持者とその介助者1名は無料

※博・美メール会員は割引料金でご観覧いただけます

【問合せ】「ミニチュアライフ展2020佐賀」実行委員会

キョードー西日本 0570-09-2424

アトリエ内の岡田三郎助と妻八千代

（明治42年）


